



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とうするよう人を支える崇高な、神からの賜物として特別視された(cf. Augustinus, A. ; 
De Patientia. , De Dono Perseverantiae. ,  Aquinas, Thomas ; Summa Theologiae.Ⅱ-
Ⅱ. Qu.136,137）。この patientia と perseverantia は、宗教に特殊な忍耐ではなく、おそ
らく、現代日本の「我慢」と「辛抱」に相当するラテン世界での一般的な忍耐で、宗教色
抜きでキケロはこの二つを列挙している（cf. Cicero, M. T. ; De Inventione.Ⅱ163.）。さら
にキケロは、卓越した生き方は、苦痛や苦悩から逃げずどこまでもこれに立ち向かう忍耐
(patientia)の堅持にあると、いわゆるスパルタ教育などをあげ、どんな苦痛もその気にな













































































































































































































































































































































































































ンの格言に忍耐を語る言葉がある。それは、「勝利は、忍耐する方に、あり La victoire 
appartient à persévérer.」というものである。おそらく、これは、多くの人の納得する人
生の真実であろう。 
 
  
＊本「忍耐の倫理的な位置（細論）」は、広島大学文学部倫理学教室の雑誌『HABITUS』Vol.20 に
掲載した論文「忍耐論－その倫理的な位置－」（本リポジトリに所収）を、ウェブで「忍耐論Ⅰ（忍
耐の倫理的な位置）」（http://blog.goo.ne.jp/kondoyoshiki）として展開した細論を、若干手直しして
纏めたものである。  
 
